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ここでは,特に ELJwooD らの一連甲報告が目につくo 紋らはまず,表面張力の低い液体が
本質的隼 cOllapseを減少 させることから, この欠点の起りやすい Californiablackoak,
paci負cm?drone中の水分を 表面張力の低い種々の有機液体でおきかえ, 乾燥させた結果,
ethyleneglycol,monoethylether,metanol,ethanol処理したものが最もcolapseが少な
























細胞腔, 細胞膜の収縮に対する顕微鏡的観察35), 或は Fichte,Buche及び BuchenPress
Volholzの収縮膨張に関する研究36)などがあげられる｡
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hemlockは高温による強度損失が少ないといわれているが, SA･LAMONt3' によると Douglas




水分計に関する基礎研究としては PRESTONl4',上梓 5'46'の琴告,あるいは SI{AAR47'の乾
燥中の水分々布を求めるための電気水分計の読みに影響する諸因子, とくに温度や polariza-








乾燥技術と直接関連した応用研究としては,まず McMAIiON53) のサンプルボー ドに累積度
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満久:木 材 乾 燥 の最 近 の展 望
が mahoganyよりよぐ,生材は予備乾燥材より.,高温は低湿よりよく,とくに旋甲木理のそ
り防止に有効である｡ オーストラ.)アでは83'Pinusradiataのそりが大きく, とくに pith
を含む材はミセル傾斜角が大きく,旋回木理のため反りやすいので,この防止策として (1)
1平方フィ-トにつき1POポンドの錘をのせる (2)乾燥末期には4時間の飽和蒸煮を行ない再
乾燥する (3)板の必要巾の倍数巾で乾燥した後 小割するなどの方法がとられている｡ また
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(3) 屋根, かこい,補助ヒ-クーをつけた比較的設備のよい装置で 1′～2.5′ 厚の mag-
noliaを乾燥する場合,経済性をも考えた最適材間風速は､500-600托/minである｡
















































としても有効である｡ たとえば, MITCHELL94' は彫刻用厚板をこの30%溶液中に浸漬して
glycol約10% を吸収させた後,普通の熱気乾燥を･行なうと割れ防止に著しく有効であり,料
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